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ウクライナ
難民支援

No.14

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
多
数
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
が
避
難
し
て
い
る
隣
国
の
モ
ル
ド
バ
共
和
国
に
、
５
月
９
〜
14
日
に
か
け
て
調

査
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。
ま
た
調
査
チ
ー
ム
の
派
遣
に
先
立
ち
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
現
地

Ｎ
Ｇ
Ｏ
２
団
体
と
協
力
関
係
を
築
き
、モ
ル
ド
バ
に
逃
れ
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
へ

の
物
資
支
援
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
医
療
機
関
へ
の
医
薬
品
提
供
な
ど
支
援
活

動
を
４
月
か
ら
実
行
。
今
回
の
派
遣
で
は
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
と
長
期
的
な
支
援

活
動
に
向
け
て
の
協
議
を
行
っ
た
ほ
か
、
支
援
先
や
モ
ル
ド
バ
国
内
の
医
療
機
関
、

南
東
部
の
国
境
エ
リ
ア
の
視
察
、
医
療
支
援
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
実
施
し
た
。

生
活
物
資
や
医
薬
品
な
ど

　
　
　
　長
期
的
支
援
へ

月
24
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻

を
開
始
し
て
以
降
、
戦

火
を
逃
れ
る
た
め
５
０
０
万
人
以

理
・
食
事
器
具
、
食
料

な
ど
の
物
資
支
援
を

行
っ
た
。

　「
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ

村
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

南
部
で
戦
闘
の
激
し

か
っ
た
ム
イ
コ
ラ
ー

バ
へ
の
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
に
関
し

て
、
モ
ル
ド
バ
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
モ
ル
ド
バ
日
本
文
化
文
明
協
会

と
、N

ational Congress of 

　2022年2月24日、突如、ロシアが
ウクライナに侵攻し戦争が始まりまし
た。以来、高齢者や女性、子どもなど、多くのウクライナの
方々が戦火を避けるため、世界各国に避難しています。こ
うした状況下、TMATとしては、戦場に隊員を派遣すること
は叶いませんが、何かできることがないか模索しました。
　その結果、ウクライナの隣国であり、多くの避難民の方々
を受け入れているモルドバ共和国の信頼できる2つのNGO
（非政府組織）と連絡が付き、この両NGOのご協力により、
モルドバ国内の避難民の方 と々、ウクライナ国内の医療機
関に対し、医薬品などを援助できる方法を見いだせました。
まずはTMATの資金により、両NGOを通じ支援を行いまし
た。また、5月9日からTMAT隊員3人をモルドバに派遣し、
実際にどのような援助を行えるか視察しました。調査の結
果、現地に隊員を派遣し医療支援などを実施するニーズが
ないことがわかりました。
　しかしながら、引き続き、モルドバ国内のウクライナ避難
民の方々や、ウクライナ国内の病院に対し、生活物資や医
薬品など消耗品の提供が必要であることを認めたため、両
NGOを通じ、支援を継続している次第です。皆様方にご協
力をいただきましたクラウドファンディングによる資金に
よって、ウクライナ避難民の方々や、ウクライナ国内の医療
機関への支援を確実に実行しています。この戦禍がいつ終
わるのか先が見通せない状況にありますので、今後ともご
支援、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

第14号発行のご挨拶

Ukrainians of M
oldova

（
Ｎ
Ｃ

Ｕ
Ｍ
）と
４
月
１
日
付
で
協
定
を
締

結
。
前
者
と
の
連
携
で
は
、
モ
ル

ド
バ
国
内
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
難
民
に
対
し
、
衛
生
資
材

や
食
料
、
そ
の
他
の
生
活
必
需
品

な
ど
の
物
資
を
支
援
。
後
者
と
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
病
院
な
ど
に

医
薬
品
を
含
め
た
医
療
物
資
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
継
続
的
な
支
援
活
動
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
４
月

１
日
か
ら
１
カ
月
間
に
わ
た
り
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

支
援
金
の
募
集
を
実
施
。
多
く
の

賛
同
者
に
よ
る
協
力
を
得
ら
れ
た

結
果
、
期
間
満
了
を
待
た
ず
に
目
標

額
の
１
０
０
０
万
円
に
到
達
し
た
。

　
支
援
活
動
の
長
期
化
を
見
す
え
、

５
月
以
降
も
引
き
続
き
寄
付
金（
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
な

く
通
常
寄
付
）の
募
集
を
継
続
し

て
い
る（
２
面
囲
み
）。

　
実
際
に
４
月
上
旬
か
ら
各
種
の

物
資
支
援
を
実
行
し
て
お
り
、
モ

ル
ド
バ
の
首
都
キ
シ
ナ
ウ
か
ら
北

に
約
１
０
０
㎞
の
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ

村
に
避
難
し
た
方
々
に
は
衣
服
や
調

ウクライナ国内の避難施設の様子
（写真提供：NCUM）

支援先のウクライナ難民の健康
チェックを行う河内副院長（その右
が原田看護師）

カザネシュティ村に避難する難民に
届いた生活物資（写真提供：モルド
バ日本文化文明協会）

ウクライナの国内に送った医療物資
（写真提供：NCUM）

チェルニヴツィ病院から
TMATに贈られた感謝状

な
い
た
め
、
モ
ル
ド
バ
へ
逃
れ
て

き
ま
し
た
」と
消
息
を
語
っ
た
。

　
母
子
科
学
医
療
セ
ン
タ
ー
は
約

１
０
０
０
床
の
モ
ル
ド
バ
最
大
の

医
療
機
関
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事

侵
攻
後
、
１
０
０
０
人
以
上
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
を
診
療
し
て
き
た
。

年
間
５
０
０
０
件
以
上
の
分
娩
を

行
い
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
婦
を
多

数
受
け
入
れ
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児

集
中
治
療
室
）が
あ
り
未
熟
児
の

受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
40
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
モ

ル
ド
バ
に
避
難
後
、
同
セ
ン
タ
ー

で
出
産
し
た
そ
う
だ
。

　
面
談
し
た
同
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
医
薬

品
に
関
し
て
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
輸
入
が
多
く
、
戦
争

に
よ
っ
て
そ
れ
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

と
て
も
困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
今
回
の
視

察
で
は
同
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

モ
ル
ド
バ
国
内
の
複
数
の
主
要
な

医
療
機
関
を
訪
問
し
た
が
、
使
用

し
て
い
る
医
療
機
器
な
ど
は
総
じ

て
古
い
も
の
が
多
く
、
10
年
以
上

経
過
し
て
い
る
機
器
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

　
モ
ル
ド
バ
で
は
、
避
難
し
て
き

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
モ
ル
ド
バ
人

と
同
様
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
が
確
立
し
て
い
る
た
め
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
は
安
心
し
て
受
診
で

き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
が
、
一
方
で
、
欧
州
最
貧
国
と

言
わ
れ
る
モ
ル
ド
バ
の
医
療
機
関

が
抱
え
る
課
題
も
見
え
て
き
た
。

　
キ
シ
ナ
ウ
市
立
第
一
病
院
は
５

０
０
床
の
総
合
病
院
。
モ
ル
ド
バ

最
大
の
分
娩
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

年
間
約
６
５
０
０
件
の
お
産
が
あ

る
と
い
う
。
同
院
で
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
か
ら
逃
れ
、

同
院
で
出
産
し
て
か
ら
間
も
な
い

母
親
に
話
を
聞
く
機
会
を
得
た
。

　
オ
デ
ー
サ
出
身
の
こ
の
母
親
は

「
10
年
以
上
キ
ー
ウ
に
住
み
、
キ
ー

ウ
に
あ
る
病
院
で
出
産
の
予
約
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
争
が
始
ま

り
モ
ル
ド
バ
に
避
難
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
病
院
で
無
事
出

産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話

し
た
。
モ
ル
ド
バ
南
部
で
は
最
も

大
き
い
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ダ
病
院

は
１
３
５
床
、
視
察
に
訪
れ
た
13

日
ま
で
に
30
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　
モ
ル
ド
バ
南
部
を
訪
れ
た
際
に

は
、
オ
デ
ー
サ
に
近
い
パ
ラ
ン
カ

を
視
察
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
モ
ル
ド

バ
の
国
境
に
あ
る
町
で
、
国
境
地

帯（
ボ
ー
ダ
ー
エ
リ
ア
）ま
で
途
中

に
検
問
は
な
か
っ
た
。
銃
を
も
っ

た
兵
士
も
お
ら
ず
、
辺
り
に
物
々

し
い
雰
囲
気
は
な
く
、
落
ち
着
い

た
空
気
が
流
れ
て
い
た
。Ｔ
Ｍ
Ａ

Ｔ
調
査
チ
ー
ム
は
、
難
民
登
録
な

ど
を
行
う
国
連
の
レ
ジ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。

　
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
で
は
難
民
登
録
や
食
事
の
提

供
、
一
時
待
機
場
所
の
提
供
、
必

要
に
応
じ
て
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
お
り
、
ボ
ー
ダ
ー
エ

リ
ア
の
開
け
た
平
地
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
プ
レ
ハ
ブ
型

の
施
設
や
テ
ン
ト
が
建
ち
並
ん
で

い
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
自
動
車
や

徒
歩
で
、
避
難
の
た
め
モ
ル
ド
バ

に
入
国
し
て
く
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
１
時
間
に
30
人
ほ

ど
見
ら
れ
る
一
方
、
モ
ル
ド
バ
側

か
ら
も
バ
ス
や
自
動
車
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
向
か
う
人
た
ち
の
姿
も
見

ら
れ
た
。

　
国
連
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
国

際
移
住
機
関（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）の
関
係
者

に
よ
る
と
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
の
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
は
、
健
康
上
問
題
を
抱

え
た
人
た
ち
に
の
み
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
数
人
が
キ
シ
ナ

ウ
に
あ
る
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ

た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ボ
ー
ダ
ー
エ
リ
ア
か
ら
は
、
キ

シ
ナ
ウ
や
ブ
カ
レ
ス
ト（
ル
ー
マ

ニ
ア
）に
向
か
う
バ
ス
が
走
り
、

徒
歩
で
国
境
を
越
え
て
き
た
人
た

ち
を
乗
せ
、
目
的
地
へ
向
け
て
出

発
し
て
い
た
。

2
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ど
が
あ
り
、
同
施
設
で
対
応
で
き

な
い
重
症
の
患
者
さ
ん
は
他
の
高

機
能
な
医
療
施
設
に
転
送
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
支
援
先
で
あ
る

農
業
大
学
の
寮
も
訪
問
時
は
36
人

の
避
難
者
が
暮
ら
し
て
い
た
。
２

家
族
で
１
部
屋
を
利
用
。
避
難
生

活
が
長
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、健
康
上
の
不
安
を
訴
え
る
方
々

も
い
た
こ
と
か
ら
、
河
内
副
院
長

と
原
田
看
護
師
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
場
面
も
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、①
喉
が
痛
く
昨
日
ま
で
熱

が
あ
っ
た
②
咳
が
少
し
で
る
③
首

が
痛
む
④
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
⑤
肝

臓
付
近
が
痛
む
と
い
っ
た
訴
え
が

あ
り
、
持
参
し
た
聴
診
器
な
ど
用

い
て
健
康
状
態
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｍ
が
運
営
す
る
避
難
施

設
を
視
察
し
た
と
き
に
は
、オ
デ
ー

サ
か
ら
前
日
、
車
で
避
難
し
て
き

た
家
族
と
面
談
。
オ
デ
ー
サ
で
爆

撃
を
経
験
し
た
こ
の
家
族
は「
い

つ
避
難
で
き
な
く
な
る
か
わ
か
ら

（
2
面
に
続
く
）

上
が
国
外
に
退
避
し
、
さ
ら
に
同
数

以
上
の
国
内
避
難
民
が
発
生
し
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
側
の
国

境
に
接
す
る
モ
ル
ド
バ
は
人
口
約

２
６
０
万
人
の
小
国
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
多
く
の
難
民
が
押
し
寄
せ
、

こ
れ
ま
で
40
万
人
以
上
を
受
け
入

れ
て
き
た
。

　
難
民
の
多
く
は
生
活
の
拠
点
を
求

め
て
、
よ
り
西
側
の
欧
州
各
国
へ
移

動
し
て
い
く
が
、
約
10
万
人
が
臨
時

避
難
所
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

さ
れ
、
欧
州
最
貧
国
で
あ
る
モ
ル
ド

「
苦
し
む
方
々
の
た
め
に

力
に
な
れ
る
こ
と
を
す
る
」

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
協
議
で
は

長
期
的
な
物
資
支
援
の
重
要
性
を

確
認
し
た
。

　
N
C
U
M
と
も
４
月
か
ら
連
携

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
医
療
機

関
に
医
薬
品
な
ど
を
支
援
し
て
き

た
。
今
後
も
同
様
の
支
援
を
継
続

す
る
。
N
C
U
M
は
事
務
所
に
隣

接
す
る
避
難
者
用
の
施
設
を
運
営

し
て
お
り
、
高
齢
者
が
避
難
し
て

き
た
際
に
車
い
す
や
移
動
手
段
が

な
い
な
ど
支
障
が
生
じ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
モ
ル
ド
バ
国
内
に
避
難

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
へ
の
物
資

支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
く
。

　
調
査
チ
ー
ム
は
支
援
先
で
あ
る

避
難
施
設
の
視
察
に
加
え
、
モ
ル

ド
バ
国
内
の
医
療
事
情
を
確
認
す

る
た
め
、
国
立
母
子
科
学
医
療
セ

ン
タ
ー
、
キ
シ
ナ
ウ
市
立
第
一
病

院
、
国
立
救
急
医
療
科
学
セ
ン

タ
ー
、
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ
村
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
視
察
。
パ
ラ

ン
カ
の
視
察
に
加
え
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）カ
ン
ト
リ
ー
オ
フ
ィ

ス
も
訪
れ
て
情
報
収
集
を
行
っ
た

り
、
在
モ
ル
ド
バ
日
本
大
使
館
を

表
敬
訪
問
し
大
使
館
職
員
と
情
報

交
換
を
行
っ
た
り
し
た
。

　
高
校
の
寮
を
転
用
し
た
カ
ザ
ネ

シ
ュ
テ
ィ
村
の
避
難
施
設
は
、
多

い
と
き
に
は
最
大
で
１
３
０
人
ほ

ど
が
避
難
。
視
察
で
訪
れ
た
際
は

36
人
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
19
人
は
子
ど
も
だ
っ
た
。

避
難
者
の
人
数
が
落
ち
つ
い
て
き

た
た
め
１
家
族
に
１
部
屋
が
割
り

当
て
ら
れ
、
教
育
に
関
し
て
は
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
）が
設
置
し
た
無
料
W
ｉ

F
ｉ
を
利
用
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

内
の
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

い
で
授
業
を
受
け
て
い
た
。
訪
問

時
に
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
食
料
品
な
ど
生

活
物
資
や
、
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学

災
害
医
療
・
国
際
医
療
サ
ー
ク
ル

が
寄
贈
し
た
歯
ブ
ラ
シ
を
届
け
た
。

　
同
村
の
医
療
を
担
う
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
は
国
立
の
医
療
施
設
で
、

医
師
ふ
た
り
を
は
じ
め
看
護
師
な

ど
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
住
民
へ
の

医
療
を
提
供
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
や
妊
婦
ま
で
対
応
。
診
察
室

以
外
に
、
エ
コ
ー（
超
音
波
検
査
装

置
）、
産
婦
人
科
診
察
台
、
薬
局
な

クラウドファンディング協力に感謝
ウクライナ避難民への支援活動継続

モ
ル
ド
バ
に
調
査
チ
ー
ム
派
遣

TMATの派遣実績

モルドバの周辺地図

国内

イ
ウ
と
い
う
町
か
ら
の
避
難
者
が

身
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
支
援
の
手

が
届
き
に
く
く
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
避
難
し
た
経
済
的
に
厳
し
い

方
々
が
多
い
こ
と
か
ら
、
生
活
物

資
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
」（
Ｔ
Ｍ

Ａ
Ｔ
事
務
局
で
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

統
括
の
野
口
幸
洋
・
一
般
社
団
法

人
徳
洲
会
医
療
安
全
・
質
管
理
部

課
長
補
佐
）

　
黒
海
に
面
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最

大
の
港
湾
都
市
オ
デ
ー
サ
か
ら
来

た
、
キ
シ
ナ
ウ
に
あ
る
農
業
大
学

の
寮
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
に
も
同
様
に
生
活
物
資
を

支
援
し
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
内
の
病
院
に
対
し
て
、
病
院

か
ら
の
要
望
に
も
と
づ
い
て
抗
生

物
質
や
解
熱
・
鎮
痛
剤
、
止
血
剤
、

ガ
ー
ゼ
な
ど
を
支
援
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
内
で
は
流
通
ル
ー
ト
が
遮
断

さ
れ
、
医
療
物
資
が
不
足
す
る
状

況
が
続
い
て
い
る
た
め
だ
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
外
か
ら
同
国
内

に
医
療
物
資
を
持
ち
込
む
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
当
局
か
ら
の
許
可
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
モ
ル
ド
バ
国
内
で

医
療
物
資
を
調
達
後
、
許
可
証
を
取

得
し
た
上
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
同
国
内
の
病
院

に
医
療
物
資
を
届
け
た
。
こ
れ
ま

で
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
地
域
に
あ

る
チ
ェ
ル
ニ
ヴ
ツ
ィ
病
院
に
医
療

物
資
を
届
け
て
き
た
。
こ
の
支
援

に
対
し
同
院
か
ら
T
M
A
T
に
感

海外謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
５
月
９
〜
14
日
に
か
け
て
モ
ル

ド
バ
入
り
し
た
の
は
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
理

事
を
務
め
る
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

（
神
奈
川
県
）の
河
内
順
・
副
院
長

兼
主
任
外
科
部
長
、
武
蔵
野
徳
洲
会

病
院（
東
京
都
）の
原
田
生
代
美
看

護
師（
兼
ロ
シ
ア
語
通
訳
）、
野
口
・

課
長
補
佐
の
3
人
。

　
調
査
チ
ー
ム
の
隊
長
を
務
め
た
河

内
副
院
長
は「
災
害
医
療
チ
ー
ム
で

あ
る
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
2
0
1
8
年
に

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
少
数
派
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
に
対
す
る
医
療

支
援
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

軍
事
侵
攻
と
い
う
特
殊
災
害
に

よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
全
体
で

数
百
万
人
が
避
難
す
る
な
か
、
苦
し

ん
で
い
る
方
々
の
た
め
力
に
な
れ

る
こ
と
を
す
る
の
は
自
然
災
害
に

限
ら
ず
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
理
念
に
沿
っ

た
活
動
で
す
」と
強
調
す
る
。

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
難
民
の
モ
ル
ド
バ
国
内
で
の

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
ス

ム
ー
ズ
で
あ
り（
医
療
費
は
無
料
）、

医
療
機
関
も
通
常
の
診
療
体
制
を

維
持
」（
野
口
・
課
長
補
佐
）で
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
仮
設
診
療
所
の
開

設
や
巡
回
診
療
な
ど
直
接
的
な
医

療
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
、
現
状
で
は
高

く
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た（
た
だ
し

情
勢
に
よ
っ
て
は
医
療
支
援
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
）。

　
一
方
、
モ
ル
ド
バ
に
と
ど
ま
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
に
は
経
済
的
弱

者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

生
活
物
資
の
支
援
は
長
期
的
に
取

り
組
む
必
要
性
が
高
い
こ
と
が
判

明
し
た
。

　「
現
在
も
約
10
万
人
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
難
民
が
モ
ル
ド
バ
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
着
の
身
着
の
ま

ま
逃
げ
出
し
て
き
た
方
々
や
、
貧

し
い
方
々
も
多
く
、
息
の
長
い
支

援
活
動
が
重
要
で
す
」と
原
田
看

護
師
は
指
摘
す
る
。

　
9
日
に
モ
ル
ド
バ
入
り
し
た
3

人
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
モ
ル
ド
バ
日
本
文

化
文
明
協
会
や
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｍ
の
メ
ン

バ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
協
議
。

　
モ
ル
ド
バ
日
本
文
化
文
明
協
会

と
は
４
月
か
ら
連
携
し
、
前
述
の

と
お
り
キ
シ
ナ
ウ
に
あ
る
農
業
大

学
の
寮
や
、
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ
村

に
避
難
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
へ

の
食
料
、
衣
類
な
ど
生
活
物
資
支

援
を
実
施
。
今
回
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
従
来
の
支
援
先
に
加
え
、

キ
シ
ナ
ウ
市
内
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
オ
デ
ー
サ
に
近
い
モ
ル
ド
バ
南

東
部
の
国
境
の
町
で
あ
る
パ
ラ
ン

カ
の
避
難
施
設
を
含
め
、
最
大
４

カ
所
の
避
難
施
設
へ
の
物
資
支
援

1995年 1月 阪神・淡路大震災

1995年 9月 サハリン大地震

1999年 9月 9.21台湾大地震

2004年 10月 新潟県中越地震

2004年 12月 インドネシア・スマトラ沖地震（その他４カ国）　　　　

2005年 2月 福岡西方沖地震

2005年 10月 パキスタン北部地震

2006年 2月 フィリピン　レイテ島地滑り災害

2006年 5月 インドネシア　ジャワ島中部地震

2007年 3月 能登半島沖地震

2007年 7月 新潟県中越沖地震

2008年 5月 ミャンマーサイクロン災害

2008年 5月 中国・四川省大地震

2008年 6月 岩手宮城内陸地震

2008年 6月 岩手北部地震

2010年 1月 ハイチ大地震

2010年 2月 チリ地震

2010年 3月 中国・青海省地震

2010年 10月 奄美豪雨災害

2011年 3月 東日本大震災

2011年 10月 トルコ東部地震

2013年 11月 フィリピン台風災害

2015年 4月 ネパール大地震

2015年 9月 関東豪雨災害（常総市）

2016年 4月 熊本地震　

2016年 10月 ハイチハリケーン災害

2018年 7月 西日本豪雨災害

2018年 9月 北海道胆振東部地震

2018年 10月 インドネシアスラウェシ島地震

2018年 11月 ロヒンギャ難民支援（バングラデシュ）　

2019年 8月 九州北部大雨

2019年 9月 台風15号（千葉県）

2019年 10月 台風19号（長野県・宮城県・他2件）

2020年 7月 九州南部豪雨（熊本県）

2022年 5月 ウクライナ難民支援（モルドバ）
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月
24
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻

を
開
始
し
て
以
降
、
戦

火
を
逃
れ
る
た
め
５
０
０
万
人
以

理
・
食
事
器
具
、
食
料

な
ど
の
物
資
支
援
を

行
っ
た
。

　「
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ

村
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

南
部
で
戦
闘
の
激
し

か
っ
た
ム
イ
コ
ラ
ー

バ
へ
の
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
に
関
し

て
、
モ
ル
ド
バ
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
モ
ル
ド
バ
日
本
文
化
文
明
協
会

と
、N

ational Congress of 

　NPO法人TMATはウクライナ難民
支援のため4月1～ 30日にかけて、
1000万円を目標にクラウドファンディ
ングで寄付金を募った。多くの企業や
団体・組織、グループ内外の個人の
協力により、期間の終了をまたずに目
標額を達成。4月30日時点で支援総
額は1,435万3,850円にも上った。支
援活動の長期化が見込まれることから、
TMATは支援金の募集を継続してお
り、引き続き協力を呼びかけている。
　集まった支援金は、モルドバのNGO
２団体と連携し、モルドバに避難するウ
クライナ人難民への物資支援や、ウク
ライナ国内の医療機関への医療物資
支援などに充てる。

Ukrainians of M
oldova

（
Ｎ
Ｃ

Ｕ
Ｍ
）と
４
月
１
日
付
で
協
定
を
締

結
。
前
者
と
の
連
携
で
は
、
モ
ル

ド
バ
国
内
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
難
民
に
対
し
、
衛
生
資
材

や
食
料
、
そ
の
他
の
生
活
必
需
品

な
ど
の
物
資
を
支
援
。
後
者
と
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
病
院
な
ど
に

医
薬
品
を
含
め
た
医
療
物
資
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
継
続
的
な
支
援
活
動
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
４
月

１
日
か
ら
１
カ
月
間
に
わ
た
り
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

支
援
金
の
募
集
を
実
施
。
多
く
の

賛
同
者
に
よ
る
協
力
を
得
ら
れ
た

結
果
、
期
間
満
了
を
待
た
ず
に
目
標

額
の
１
０
０
０
万
円
に
到
達
し
た
。

　
支
援
活
動
の
長
期
化
を
見
す
え
、

５
月
以
降
も
引
き
続
き
寄
付
金（
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
な

く
通
常
寄
付
）の
募
集
を
継
続
し

て
い
る（
２
面
囲
み
）。

　
実
際
に
４
月
上
旬
か
ら
各
種
の

物
資
支
援
を
実
行
し
て
お
り
、
モ

ル
ド
バ
の
首
都
キ
シ
ナ
ウ
か
ら
北

に
約
１
０
０
㎞
の
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ

村
に
避
難
し
た
方
々
に
は
衣
服
や
調

な
い
た
め
、
モ
ル
ド
バ
へ
逃
れ
て

き
ま
し
た
」と
消
息
を
語
っ
た
。

　
母
子
科
学
医
療
セ
ン
タ
ー
は
約

１
０
０
０
床
の
モ
ル
ド
バ
最
大
の

医
療
機
関
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事

侵
攻
後
、
１
０
０
０
人
以
上
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
を
診
療
し
て
き
た
。

年
間
５
０
０
０
件
以
上
の
分
娩
を

行
い
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
婦
を
多

数
受
け
入
れ
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
新
生
児

集
中
治
療
室
）が
あ
り
未
熟
児
の

受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
40
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
モ

ル
ド
バ
に
避
難
後
、
同
セ
ン
タ
ー

で
出
産
し
た
そ
う
だ
。

　
面
談
し
た
同
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
医
薬

品
に
関
し
て
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
輸
入
が
多
く
、
戦
争

に
よ
っ
て
そ
れ
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

と
て
も
困
っ
て
い
る
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
今
回
の
視

察
で
は
同
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

モ
ル
ド
バ
国
内
の
複
数
の
主
要
な

医
療
機
関
を
訪
問
し
た
が
、
使
用

し
て
い
る
医
療
機
器
な
ど
は
総
じ

て
古
い
も
の
が
多
く
、
10
年
以
上

経
過
し
て
い
る
機
器
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

　
モ
ル
ド
バ
で
は
、
避
難
し
て
き

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
モ
ル
ド
バ
人

と
同
様
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
が
確
立
し
て
い
る
た
め
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
は
安
心
し
て
受
診
で

き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
が
、
一
方
で
、
欧
州
最
貧
国
と

言
わ
れ
る
モ
ル
ド
バ
の
医
療
機
関

が
抱
え
る
課
題
も
見
え
て
き
た
。

　
キ
シ
ナ
ウ
市
立
第
一
病
院
は
５

０
０
床
の
総
合
病
院
。
モ
ル
ド
バ

最
大
の
分
娩
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

年
間
約
６
５
０
０
件
の
お
産
が
あ

る
と
い
う
。
同
院
で
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
か
ら
逃
れ
、

同
院
で
出
産
し
て
か
ら
間
も
な
い

母
親
に
話
を
聞
く
機
会
を
得
た
。

　
オ
デ
ー
サ
出
身
の
こ
の
母
親
は

「
10
年
以
上
キ
ー
ウ
に
住
み
、
キ
ー

ウ
に
あ
る
病
院
で
出
産
の
予
約
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
争
が
始
ま

り
モ
ル
ド
バ
に
避
難
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
病
院
で
無
事
出

産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話

し
た
。
モ
ル
ド
バ
南
部
で
は
最
も

大
き
い
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ヴ
ォ
ダ
病
院

は
１
３
５
床
、
視
察
に
訪
れ
た
13

日
ま
で
に
30
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　
モ
ル
ド
バ
南
部
を
訪
れ
た
際
に

は
、
オ
デ
ー
サ
に
近
い
パ
ラ
ン
カ

を
視
察
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
モ
ル
ド

バ
の
国
境
に
あ
る
町
で
、
国
境
地

帯（
ボ
ー
ダ
ー
エ
リ
ア
）ま
で
途
中

に
検
問
は
な
か
っ
た
。
銃
を
も
っ

た
兵
士
も
お
ら
ず
、
辺
り
に
物
々

し
い
雰
囲
気
は
な
く
、
落
ち
着
い

た
空
気
が
流
れ
て
い
た
。Ｔ
Ｍ
Ａ

Ｔ
調
査
チ
ー
ム
は
、
難
民
登
録
な

ど
を
行
う
国
連
の
レ
ジ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。

　
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
で
は
難
民
登
録
や
食
事
の
提

供
、
一
時
待
機
場
所
の
提
供
、
必

要
に
応
じ
て
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
お
り
、
ボ
ー
ダ
ー
エ

リ
ア
の
開
け
た
平
地
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
プ
レ
ハ
ブ
型

の
施
設
や
テ
ン
ト
が
建
ち
並
ん
で

い
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
自
動
車
や

徒
歩
で
、
避
難
の
た
め
モ
ル
ド
バ

に
入
国
し
て
く
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
１
時
間
に
30
人
ほ

ど
見
ら
れ
る
一
方
、
モ
ル
ド
バ
側

か
ら
も
バ
ス
や
自
動
車
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
向
か
う
人
た
ち
の
姿
も
見

ら
れ
た
。

　
国
連
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
国

際
移
住
機
関（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）の
関
係
者

に
よ
る
と
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
の
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
は
、
健
康
上
問
題
を
抱

え
た
人
た
ち
に
の
み
実
施
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
数
人
が
キ
シ
ナ

ウ
に
あ
る
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ

た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ボ
ー
ダ
ー
エ
リ
ア
か
ら
は
、
キ

シ
ナ
ウ
や
ブ
カ
レ
ス
ト（
ル
ー
マ

ニ
ア
）に
向
か
う
バ
ス
が
走
り
、

徒
歩
で
国
境
を
越
え
て
き
た
人
た

ち
を
乗
せ
、
目
的
地
へ
向
け
て
出

発
し
て
い
た
。

支援金の募集を継続
長期的支援に協力を!長期的支援に協力を!

ど
が
あ
り
、
同
施
設
で
対
応
で
き

な
い
重
症
の
患
者
さ
ん
は
他
の
高

機
能
な
医
療
施
設
に
転
送
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
支
援
先
で
あ
る

農
業
大
学
の
寮
も
訪
問
時
は
36
人

の
避
難
者
が
暮
ら
し
て
い
た
。
２

家
族
で
１
部
屋
を
利
用
。
避
難
生

活
が
長
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、健
康
上
の
不
安
を
訴
え
る
方
々

も
い
た
こ
と
か
ら
、
河
内
副
院
長

と
原
田
看
護
師
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
場
面
も
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、①
喉
が
痛
く
昨
日
ま
で
熱

が
あ
っ
た
②
咳
が
少
し
で
る
③
首

が
痛
む
④
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
⑤
肝

臓
付
近
が
痛
む
と
い
っ
た
訴
え
が

あ
り
、
持
参
し
た
聴
診
器
な
ど
用

い
て
健
康
状
態
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｍ
が
運
営
す
る
避
難
施

設
を
視
察
し
た
と
き
に
は
、オ
デ
ー

サ
か
ら
前
日
、
車
で
避
難
し
て
き

た
家
族
と
面
談
。
オ
デ
ー
サ
で
爆

撃
を
経
験
し
た
こ
の
家
族
は「
い

つ
避
難
で
き
な
く
な
る
か
わ
か
ら

（
1
面
か
ら
続
く
）

上
が
国
外
に
退
避
し
、
さ
ら
に
同
数

以
上
の
国
内
避
難
民
が
発
生
し
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
南
側
の
国

境
に
接
す
る
モ
ル
ド
バ
は
人
口
約

２
６
０
万
人
の
小
国
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
多
く
の
難
民
が
押
し
寄
せ
、

こ
れ
ま
で
40
万
人
以
上
を
受
け
入

れ
て
き
た
。

　
難
民
の
多
く
は
生
活
の
拠
点
を
求

め
て
、
よ
り
西
側
の
欧
州
各
国
へ
移

動
し
て
い
く
が
、
約
10
万
人
が
臨
時

避
難
所
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と

さ
れ
、
欧
州
最
貧
国
で
あ
る
モ
ル
ド

モルドバ国内の複数の主要な医療機関を視察

国境にあるレジストレーション・センターを視察

モルドバ南東部の国境付近には難民急増に備え
テントが建ち並ぶ

国境付近は落ち着いた雰囲気

キシナウにある農業大学の寮に届けた衣服や食料など
の生活物資（写真提供：モルドバ日本文化文明協会）

徒歩でモルドバに避難するウクライ
ナ難民

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
協
議
で
は

長
期
的
な
物
資
支
援
の
重
要
性
を

確
認
し
た
。

　
N
C
U
M
と
も
４
月
か
ら
連
携

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
医
療
機

関
に
医
薬
品
な
ど
を
支
援
し
て
き

た
。
今
後
も
同
様
の
支
援
を
継
続

す
る
。
N
C
U
M
は
事
務
所
に
隣

接
す
る
避
難
者
用
の
施
設
を
運
営

し
て
お
り
、
高
齢
者
が
避
難
し
て

き
た
際
に
車
い
す
や
移
動
手
段
が

な
い
な
ど
支
障
が
生
じ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
モ
ル
ド
バ
国
内
に
避
難

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
へ
の
物
資

支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
く
。

　
調
査
チ
ー
ム
は
支
援
先
で
あ
る

避
難
施
設
の
視
察
に
加
え
、
モ
ル

ド
バ
国
内
の
医
療
事
情
を
確
認
す

る
た
め
、
国
立
母
子
科
学
医
療
セ

ン
タ
ー
、
キ
シ
ナ
ウ
市
立
第
一
病

院
、
国
立
救
急
医
療
科
学
セ
ン

タ
ー
、
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ
村
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
視
察
。
パ
ラ

ン
カ
の
視
察
に
加
え
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）カ
ン
ト
リ
ー
オ
フ
ィ

ス
も
訪
れ
て
情
報
収
集
を
行
っ
た

り
、
在
モ
ル
ド
バ
日
本
大
使
館
を

表
敬
訪
問
し
大
使
館
職
員
と
情
報

交
換
を
行
っ
た
り
し
た
。

　
高
校
の
寮
を
転
用
し
た
カ
ザ
ネ

シ
ュ
テ
ィ
村
の
避
難
施
設
は
、
多

い
と
き
に
は
最
大
で
１
３
０
人
ほ

ど
が
避
難
。
視
察
で
訪
れ
た
際
は

36
人
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
19
人
は
子
ど
も
だ
っ
た
。

避
難
者
の
人
数
が
落
ち
つ
い
て
き

た
た
め
１
家
族
に
１
部
屋
が
割
り

当
て
ら
れ
、
教
育
に
関
し
て
は
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
）が
設
置
し
た
無
料
W
ｉ

F
ｉ
を
利
用
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

内
の
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

い
で
授
業
を
受
け
て
い
た
。
訪
問

時
に
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
食
料
品
な
ど
生

活
物
資
や
、
湘
南
鎌
倉
医
療
大
学

災
害
医
療
・
国
際
医
療
サ
ー
ク
ル

が
寄
贈
し
た
歯
ブ
ラ
シ
を
届
け
た
。

　
同
村
の
医
療
を
担
う
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
は
国
立
の
医
療
施
設
で
、

医
師
ふ
た
り
を
は
じ
め
看
護
師
な

ど
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
住
民
へ
の

医
療
を
提
供
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
や
妊
婦
ま
で
対
応
。
診
察
室

以
外
に
、
エ
コ
ー（
超
音
波
検
査
装

置
）、
産
婦
人
科
診
察
台
、
薬
局
な NCUMのメンバーと協議中の様子（右から一人目がドミトリー代表）

モルドバ日本文化文明協会のメンバーと協議
（左から一人目がライサ・ブラドゥツアーヌ代表）

イ
ウ
と
い
う
町
か
ら
の
避
難
者
が

身
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
支
援
の
手

が
届
き
に
く
く
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
避
難
し
た
経
済
的
に
厳
し
い

方
々
が
多
い
こ
と
か
ら
、
生
活
物

資
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
」（
Ｔ
Ｍ

Ａ
Ｔ
事
務
局
で
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

統
括
の
野
口
幸
洋
・
一
般
社
団
法

人
徳
洲
会
医
療
安
全
・
質
管
理
部

課
長
補
佐
）

　
黒
海
に
面
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最

大
の
港
湾
都
市
オ
デ
ー
サ
か
ら
来

た
、
キ
シ
ナ
ウ
に
あ
る
農
業
大
学

の
寮
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
に
も
同
様
に
生
活
物
資
を

支
援
し
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
内
の
病
院
に
対
し
て
、
病
院

か
ら
の
要
望
に
も
と
づ
い
て
抗
生

物
質
や
解
熱
・
鎮
痛
剤
、
止
血
剤
、

ガ
ー
ゼ
な
ど
を
支
援
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
内
で
は
流
通
ル
ー
ト
が
遮
断

さ
れ
、
医
療
物
資
が
不
足
す
る
状

況
が
続
い
て
い
る
た
め
だ
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
外
か
ら
同
国
内

に
医
療
物
資
を
持
ち
込
む
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
当
局
か
ら
の
許
可
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
モ
ル
ド
バ
国
内
で

医
療
物
資
を
調
達
後
、
許
可
証
を
取

得
し
た
上
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
同
国
内
の
病
院

に
医
療
物
資
を
届
け
た
。
こ
れ
ま

で
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
地
域
に
あ

る
チ
ェ
ル
ニ
ヴ
ツ
ィ
病
院
に
医
療

物
資
を
届
け
て
き
た
。
こ
の
支
援

に
対
し
同
院
か
ら
T
M
A
T
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
５
月
９
〜
14
日
に
か
け
て
モ
ル

ド
バ
入
り
し
た
の
は
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
理

事
を
務
め
る
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

（
神
奈
川
県
）の
河
内
順
・
副
院
長

兼
主
任
外
科
部
長
、
武
蔵
野
徳
洲
会

病
院（
東
京
都
）の
原
田
生
代
美
看

護
師（
兼
ロ
シ
ア
語
通
訳
）、
野
口
・

課
長
補
佐
の
3
人
。

　
調
査
チ
ー
ム
の
隊
長
を
務
め
た
河

内
副
院
長
は「
災
害
医
療
チ
ー
ム
で

あ
る
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
2
0
1
8
年
に

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
少
数
派
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
に
対
す
る
医
療

支
援
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

軍
事
侵
攻
と
い
う
特
殊
災
害
に

よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
全
体
で

数
百
万
人
が
避
難
す
る
な
か
、
苦
し

ん
で
い
る
方
々
の
た
め
力
に
な
れ

る
こ
と
を
す
る
の
は
自
然
災
害
に

限
ら
ず
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
理
念
に
沿
っ

た
活
動
で
す
」と
強
調
す
る
。

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
難
民
の
モ
ル
ド
バ
国
内
で
の

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
ス

ム
ー
ズ
で
あ
り（
医
療
費
は
無
料
）、

医
療
機
関
も
通
常
の
診
療
体
制
を

維
持
」（
野
口
・
課
長
補
佐
）で
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
仮
設
診
療
所
の
開

設
や
巡
回
診
療
な
ど
直
接
的
な
医

療
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
、
現
状
で
は
高

く
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た（
た
だ
し

情
勢
に
よ
っ
て
は
医
療
支
援
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
）。

　
一
方
、
モ
ル
ド
バ
に
と
ど
ま
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
に
は
経
済
的
弱

者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

生
活
物
資
の
支
援
は
長
期
的
に
取

り
組
む
必
要
性
が
高
い
こ
と
が
判

明
し
た
。

　「
現
在
も
約
10
万
人
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
難
民
が
モ
ル
ド
バ
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
着
の
身
着
の
ま

ま
逃
げ
出
し
て
き
た
方
々
や
、
貧

し
い
方
々
も
多
く
、
息
の
長
い
支

援
活
動
が
重
要
で
す
」と
原
田
看

護
師
は
指
摘
す
る
。

　
9
日
に
モ
ル
ド
バ
入
り
し
た
3

人
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
モ
ル
ド
バ
日
本
文

化
文
明
協
会
や
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｍ
の
メ
ン

バ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
協
議
。

　
モ
ル
ド
バ
日
本
文
化
文
明
協
会

と
は
４
月
か
ら
連
携
し
、
前
述
の

と
お
り
キ
シ
ナ
ウ
に
あ
る
農
業
大

学
の
寮
や
、
カ
ザ
ネ
シ
ュ
テ
ィ
村

に
避
難
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
へ

の
食
料
、
衣
類
な
ど
生
活
物
資
支

援
を
実
施
。
今
回
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
従
来
の
支
援
先
に
加
え
、

キ
シ
ナ
ウ
市
内
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
オ
デ
ー
サ
に
近
い
モ
ル
ド
バ
南

東
部
の
国
境
の
町
で
あ
る
パ
ラ
ン

カ
の
避
難
施
設
を
含
め
、
最
大
４

カ
所
の
避
難
施
設
へ
の
物
資
支
援

モルドバ派遣中にオンラインで交流会

支
援
先
の
避
難
施
設

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

ウクライナ人難民支援への協力は
QRコードもしくは下記URLまで。

振
込
口
座

銀行・支店名 三菱UFJ銀行
虎ノ門中央支店（332）

口座 普通0246921

名義 特定非営利活動法人
TMAT理事　福島安義

https://congrant.com/
project/npotmat/4360

湘南鎌倉医療大学 災害医療・国際医療サークル

　NPO法人TMAT（徳洲会医療救援
隊）は、ウクライナ難民支援活動の一
環で隣国モルドバ共和国に調査チーム
を派遣中の５月14日、モルドバ国内の
現地滞在施設と湘南鎌倉医療大学
（神奈川県）をインターネット回線で結

び、同大学の災害医療・国際医療サークルに所属する学生と
のオンライン交流会を実施した。TMATは昨年から同サークル
と交流する機会を設けており、現地から生の情報を伝えること
で、支援活動への理解を深めてもらうために企画した。
　TMATはモルドバの現地NGOと連携し、モルドバに逃れてき
たウクライナ難民への生活物資の支援や、ウクライナ国内の
医療機関に医薬品などを支援。5月9～14日にかけて、TMAT
理事を務める湘南鎌倉総合病院（神奈川県）の河内順・副院
長兼主任外科部長、武蔵野徳洲会病院（東京都）の原田生
代美看護師（兼ロシア語通訳）、TMAT事務局員でロジスティク
ス統括の野口幸洋・一般社団法人徳洲会医療安全・質管理
部課長補佐の3人が、現地NGOと長期的な支援活動に向けて
の協議や、医療支援ニーズの調査のためモルドバを訪問した。
　交流会ではまず、野口・課長補佐がモルドバでの活動内容
や支援先、モルドバ国内の医療事情など動画を交えて説明。
同サークルが提供した歯ブラシを支援先に寄贈した際の様子
なども動画で伝えた。河内副院長、原田看護師は滞在中に見
聞した現地の様子などを紹介。「モルドバの状況は落ち着いて
おり、ウクライナ難民の方々が医療を受けられず困っているとい
う声はありませんでした。ただし戦争の行方によっては医療ニー
ズが急増し、状況が変わる可能性があります」（河内副院長）。
このあと、ウクライナ難民の方々の生活や健康上の問題、子ど
もの教育問題などについて活発な質疑応答を行った。

学生からの質問に答える
河内副院長
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有事の際の対応方法を講義やグループワークを
通じて習得（千葉病院）

感染対策を徹底し30人が受講（千葉病院）

職種や経験も違う20人が受講（静岡病院）

第
27
回
日
本
災
害
医
学
会
総
会
・
学
術
集
会
が
３
月
３
日
か
ら
３
日
間
、
広
島
県
で
開
か
れ
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
災
害
医
療
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
―
何
を
攻
め
・
守
り
・
育
て
る
の
か
―
」。
会
場

参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
っ
た
。
徳
洲
会
の
職
員
を
中
心
に
構
成
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、一
般
演
題（
口
演
、
ポ
ス
タ
ー
）で
３
演
題
を
発
表
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
ア
ピ
ー
ル

災
害
発
生
時
対
応
学
ぶ

般
演
題（
口
演
）で「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
へ
の
対
応

に
関
す
る
医
療
従
事
者

向
け
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
窓
口

開
設
の
取
り
組
み
」と
題
し
発
表
し

た
。
ま
ず
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
応
者

の
メ
ン
タ
ル
ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
は
、

各
国
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
と
提

示
。
そ
の
う
え
で
同
演
題
で
は
、
患

者
さ
ん
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
方

針
を
実
施
し
た
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
事

例
を
報
告
し
た
。

　
２
０
２
０
年
２
月
に
大
型
客
船

一

は
、
当
該
職
員
の
精
神

的
な
負
担
を
軽
減
し
、

管
理
職
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
意

識
向
上
、
長
期
的
に
は

離
職
予
防
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
」と
強
調

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、一
般
演

で
発
生
し
た
感
染
者
の
受
け
入
れ

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
対

応
職
員
向
け
の
電
話
相
談
窓
口
を

設
置
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
病
院
・

施
設
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
に
対
応
す

る
に
あ
た
り
、
４
月
か
ら
は
常
設
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
21
年
9
月

ま
で
に
40
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
な
か
に
は
職
員
個
人
の
不
安
軽

減
や
、
組
織
と
し
て
の
感
染
対
策
上

の
課
題
解
決
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ

り
、
副
次
的
効
果
と
し
て
、
ク
ラ
ス

タ
ー（
感
染
者
集
団
）発
生
時
や
職

員
に
陽
性
者
が
発
生
し
た
際
に
、
同

窓
口
を
活
用
し
た
職
員
へ
の
個
別

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
で
き
た
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
野
口
・
課
長
補
佐
は「
医
療
機
関

と
し
て
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う〝
同
調
圧

力
〞が
存
在
し
た
な
か
、
未
知
の
感

染
症
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
な
が

ら
対
応
し
て
い
た
職
員
は
少
な
く

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
前
線

に
立
つ
職
員
へ
の
支
援
組
織
の
構
築

Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
か
ら
３
演
題
発
表

千
葉
病
院
と
静
岡
病
院
で
開
催

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は

２
０
２
０
年
に
新
し
い

研
修
コ
ー
ス
で
あ
る「
病

院
防
災
コ
ー
ス
」を
創
設
し
た
。
同

コ
ー
ス
は
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
病
院
職
員
が
有
事
の
際
の

対
応
方
法
を
習
得
し
、
院
内
の
防
災

意
識
を
高
め
る
の
が
目
的
。

　
同
コ
ー
ス
創
設
の
意
義
に
つ
い
て
、

福
島
安
義
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
理
事
長
は
、「
ひ

と
言
で〝
病
院
〞と
言
っ
て
も
、
規
模
も

設
備
も
違
い
ま
す
の
で
、
各
病
院
が

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
形
で
災
害
時
の

備
え
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。こ
れ
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）

の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
」と
強
調
。

　
さ
ら
に
具
体
例
に
も
言
及
し
、

「
た
と
え
ば
大
地
震
で
ガ
ス
が
止

ま
っ
た
場
合
、
冬
場
の
寒
冷
地
で
は

暖
房
器
具
が
使
え
な
く
な
り
、
死
活

問
題
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
医
療
機
能
の
維
持
だ
け
で
な

く
、こ
う
し
た
問
題
も
含
め
あ
ら
た

め
て
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
手
伝
い
を
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
明
か
し
た
。

　
21
年
に
は
２
施
設
で
同
コ
ー
ス
を

開
催
。
９
月
18
日
に
千
葉
徳
洲
会
病

院（
第
２
回
）、
11
月
20
日
に
静
岡
徳

洲
会
病
院（
第
３
回
）で
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
た
。
開
催
前
日
に
は
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
開
催
す
る
病

院
を
見
学
し
、
建
物
の
構
造
や
配
置

を
把
握
、
動
線
を
考
慮
し
、
ト
リ
ア
ー

ジ（
重
症
度
・
緊
急
度
選
別
）エ
リ
ア

と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
確

認
す
る
な
ど
準
備
に
力
を
入
れ
る
。

　
千
葉
病
院
で
は
感
染
対
策
を
徹

底
し
30
人
が
受
講
。
講
師
は
札
幌

東
徳
洲
会
病
院
の
合
田
祥
悟
・
救

急
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
医
師
が
務

め
、四
街
道
徳
洲
会
病
院（
千
葉
県
）

の
栁
澤
修
平
・
看
護
師
長
、
成
田
富

里
徳
洲
会
病
院（
同
）の
浅
野
昌
子

看
護
師
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
講
義
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
災
害
急

性
期
の
動
的
な
対
応
に
関
し
取
り

決
め
を
記
し
た「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

や
、
具
体
的
な
行
動
を
示
す「
ア
ク

シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」な
ど
が
重
要
で
あ

る
と
強
調
し
、
実
際
に
使
用
に
耐
え

ら
れ
る
か
随
時
見
直
す
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
助
言
し
た
。

　
講
義
の
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
実
施
。
ま
ず「
発
災
前
準
備
」で

は
、
災
害
対
策
本
部
の
メ
ン
バ
ー

を
、
院
内
の
職
員
を
実
際
に
配
置

し
て
検
討
。
さ
ら
に
同
院
の
見
取

り
図
を
使
い
、
ト
リ
ア
ー
ジ
エ
リ
ア

の
設
置
や
人
の
流
れ
を
話
し
合
い
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
た
。

　
続
い
て
テ
ー
マ
を「
発
災
後
」に
移

会場となった広島国際会議場

コースの締めくくりに事後テストで確認（千葉病院）

野口 幸洋
NPO法人TMAT事務局員
一般社団法人徳洲会

医療安全・質管理部課長補佐

合田 祥悟
NPO法人TMAT医師
札幌東徳洲会病院

救急・集中治療センター医師

テーマは「災害医療のパラダイムシフト」

施
設
に
特
化
し
た

病
院
防
災

電
話
相
談
で
職
員
に

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

日
本
災
害
医
学
会

病
院
防
災
コ
ー
ス

題（
ポ
ス
タ
ー
）で
、「
民
間
医
療
グ

ル
ー
プ
の
感
染
対
策
チ
ー
ム
に
よ
る

災
害
医
療
支
援
ス
キ
ル
を
活
か
し

た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
院
内
ア
ウ
ト

ブ
レ
イ
ク
へ
の
対
応
」を
テ
ー
マ
に
発

表
を
行
っ
た
。

乏
し
い
施
設
が
多
い
の
が
実
情
で

あ
る
と
指
摘
。
そ
こ
で
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ

で
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
徳
洲

会
病
院
に
対
し
、
そ
の
病
院
特
有

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
で
き
る「
病

院
防
災
コ
ー
ス
」を
開
発
し
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

　
同
コ
ー
ス
で
は
、
事
前
に
会
場

と
な
る
病
院
を
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
ラ
ウ
ン
ド
し
、
実

際
の
現
場
の
状
況
や「
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
」を
確
認
、
ト
リ
ア
ー
ジ（
重

症
度
・
緊
急
度
選
別
）エ
リ
ア
と
し

て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
な
ど
を

把
握
し
た
う
え
で
、
翌
日
、
講
義
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
。

　
同
演
題
で
は
、「
病
院
防
災
コ
ー

ス
」の
教
育
効
果
を
検
討
。方
法
は
、

こ
れ
ま
で
に
同
コ
ー
ス
に
参
加
し

た
71
人
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

講
義
前
テ
ス
ト
、
講
義
終
了
後
テ

ス
ト
を
行
い
、
参
加
者
の
満
足
度

評
価（
10
点
満
点
）や
理
解
度
を
評

価
し
た
。

　
結
果
、
71
人
の
参
加
者
の「
他
者

へ
の
コ
ー
ス
推
奨
」は
平
均
９
・
４

点（
７
〜
10
点
）と
高
く
、
講
義
前

テ
ス
ト
と
修
了
後
テ
ス
ト
で
の
差

は
４
・
８
点（
ｐ
＝
４
・
０
×
10
〜

26
）と
有
意
差
を
認
め
、
教
育
効
果

が
高
い
こ
と
が
判
明
。
合
田
医
師

は「
病
院
ご
と
に
、
個
別
の
病
院
防

災
コ
ー
ス
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
現

場
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
り
、
防
災
に
対
す
る
知
識
の

向
上
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
」と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
）で「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
病
院
防

災
の
取
り
組
み（DoRia program

）」

と
題
し
発
表
。
近
年
、
大
小
様
々

な
災
害
が
至
る
所
で
発
生
し
て
お

り
、
札
幌
東
徳
洲
会
病
院
で
も
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震（
18
年
９
月

６
日
）で
は
多
大
な
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
を
明
か
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

病
院
と
し
て
は
、
自
院
の
被
災
に
対

応
す
る
の
み
で
は
な
く
、
発
災
後
に

増
大
す
る
医
療
需
要
へ
の
対
応
も
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
強
調
し
た
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
対

応
す
る
た
め
の「
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
」が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
も
と
に

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
な

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
実
効
性
に

HPで活動情報など発信HPで活動情報など発信

　TMATはホームページを通じて積極的に情報発信に努めている。活
動内容や活動指針、代表挨拶、定款など基本情報に加え、「NEWS・
お知らせ」として、豊富な写真とともに国内外での活動の模様を紹介。
TMATが主催する研修会（災害救護・国際協力ベーシックコース、国
内災害医療支援トレーニングコース）の告知なども行っている。
　また、2006年6月に発刊したTMATニュースについては、第１号
からすべてのバックナンバーをPDFで公開。さらに、TMATへの入
会案内、募金方法、研修会のプログラムの紹介など盛りだくさんの
コンテンツだ。TMATのFacebookへのリンクも貼ってある。

TMATホー
ムページの

トップ画面

http://www.tmat.or.jp

QRコードを
読み取って
アクセス！

し
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震

で
電
気
と
ガ
ス
が
止
ま
っ
た
状
況
を

想
定
し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
情
報
を

時
系
列
に
記
録
す
る「
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
い
う
手
法
も
学
び
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
実
践
し
た
。
そ
の
後
も
、
職
員

が
登
院
で
き
な
い
時
の
対
応
、
災
害

時
の
食
事
提
供
な
ど
、
起
こ
り
得
る

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
想
定
し
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は「
災
害
ボ
ッ
ク
ス

の
中
身
の
見
直
し
を
さ
っ
そ
く
行
い

た
い
」、「
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
は
た
く
さ
ん

の
ス
タ
ッ
フ
が
学
ぶ
べ
き
。
報
告
す

る
側
も
さ
れ
る
側
も
困
ら
な
い
よ
う

に
練
習
が
必
要
だ
と
思
う
」、「
当
院

で
足
り
な
い
こ
と
が
把
握
で
き
た
」

な
ど
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
一
方
、
静
岡
病
院
で
は
2
0
人
が

受
講
。
同
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
志

賀
千
明
・
看
護
師
長
は「
有
事
の
際

の
職
員
の
役
割
を
明
確
に
し
、
院
内

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ア
ク
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
を
再
度
確
認
す
る
と
同
時

に
、
あ
ら
た
め
て
職
員
が
そ
れ
ら
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
」と
受
講
の
意
義
を
強
調
し
た
。

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
合
田

医
師
は「
研
修
に
参
加
し
た
職
員
の
方

と
、
静
岡
病
院
の
実
情
に
沿
っ
た
基
礎

的
な
病
院
防
災
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
振
り
返
り
、「
発
災

時
に
は
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
連
携
強
化
が

重
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
既
存
の
物
を

使
用
し
な
が
ら
、
職
員
同
士
が
協
力

し
合
っ
て
乗
り
越
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

N

い
ぶ
り



2022/06/30 TMAT News Digest-4

札幌東病院では31人が受講

福岡病院では19人が受講

成田富里病院では30人が受講

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
２
０
２
１
年
７
月
〜
22
年
６
月
の
間
に
、
国
内
災
害
医
療
支
援
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
５
回
開
催
し
た
。
同
コ
ー
ス
は
災
害
地
の
対
象
を
国
内
に
絞
っ
た

1
日
間
の
研
修
で
、
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
受
講
者
は
会
場
に

な
っ
た
徳
洲
会
病
院
の
職
員
が
中
心
に
な
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
複
数
の
病
院
か
ら
参
加

で
き
る
た
め
、
受
講
者
同
士
の
交
流
も
活
発
だ
っ
た
。

内
コ
ー
ス
は
、
い
つ
ど

こ
で
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
国
内
災
害
に
対

し
、
よ
り
多
く
の
医
療
従
事
者
が
Ｔ

Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
し
て
医
療
支
援
活

動
に
参
加
で
き
る
体
制
を
整
え
る

の
が
目
的
。
同
コ
ー
ス
を
修
了
す

る
こ
と
で
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
し
て

国
内
災
害
で
の
活
動
参
加
要
件
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
コ
ー

ス
以
外
に
国
内
外
で
活
動
で
き
る

「
災
害
救
護
・
国
際
協
力
ベ
ー
シ
ッ

ク
コ
ー
ス
」（
２
日
間
）も
あ
る
。

　
21
年
７
月
〜
22
年
６
月
の
間
に

は
、
21
年
10
月
17
日
に
初
め
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
、
続
い
て
12
月
5
日

に
札
幌
東
徳
洲
会
病
院
、
22
年
２
月

20
日
に
再
び
オ
ン
ラ
イ
ン
、
５
月
８

日
に
福
岡
徳
洲
会
病
院
、
５
月
22
日

に
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院（
千
葉

県
）で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
集
合
研
修
も
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
も
同
じ
で
、
座
学
と
机

上
訓
練
で
構
成
。
座
学
の
う
ち「
災

害
医
療
総
論
」の
講
義
で
は
、
災
害

医
療
と
救
急
医
療
の
相
違
や
、
自

然
災
害
、
人
為
災

害
、
特
殊
災
害
な

ど
の
分
類
に
加
え
、

災
害
の
急
性
期
、

亜
急
性
期
、
慢
性

期
と
い
っ
た
フ
ェ
ー

ズ
ご
と
の
活
動
な

ど
も
説
明
す
る
。

　「
国
内
災
害
の

実
際
」の
講
義
で

は
、
国
内
の
災
害

医
療
支
援
体
制
の

全
体
像
、
災
害
時

に
連
携
が
必
要
な

行
政
機
関
に
触
れ
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

歴
史
や
活
動
実
績
、
教
育
活
動
な

ど
を
紹
介
す
る
。

　
机
上
訓
練
で
は
、
災
害
発
生
か

ら
隊
員
派
遣
、
被
災
地
で
の
医
療

支
援
活
動
と
撤
収
ま
で
の
流
れ
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
学
ぶ
。
さ

ら
に
、
災
害
診
療
記
録（
仮
設
診
療

所
な
ど
で
診
療
し
た
患
者
さ
ん
の

記
録
）や
、
施
設
・
避
難
所
な
ど
ラ

ピ
ッ
ド
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト（
避

難
所
を
中
心
に
周
辺
地
域
の
被
災

状
況
や
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
把
握
す

る
た
め
の
調
査
票
）の
記
入
訓
練

も
実
施
す
る
。

　
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
、
全

国
16
病
院
に
加
え
グ
ル
ー
プ
外
か

ら
の
参
加
も
あ
り
計
30
人
が
受
講
。

講
師
は
札
幌
東
徳
洲
会
病
院
の
合

田
祥
悟
・
救
急
集
中
治
療
セ
ン

タ
ー
医
師
、
四
街
道
徳
洲
会
病
院

（
千
葉
県
）の
栁
澤
修
平
・
看
護
師
長
、

松
原
徳
洲
会
病
院（
大
阪
府
）の
西

村
浩
一
・
看
護
副
主
任
、
福
岡
病

院
の
油
江
ま
き
看
護
師
、
一
般
社

団
法
人
徳
洲
会（
社
徳
）医
療
安
全
・

質
管
理
部
の
野
口
幸
洋
・
課
長
補

佐
が
務
め
た
。

　
受
講
者
か
ら
は「
画
面
越
し
と

い
う
こ
と
で
少
し
と
ま
ど
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
全
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
方
と
お
話
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」、「
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

ど
こ
に
い
て
も
参
加
で
き
る
の
で

良
い
と
思
い
ま
す
」な
ど
感
想
が

聞
か
れ
た
。

　
２
回
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
、

全
国
11
病
院
か
ら
29
人
が
受
講
。

講
師
は
湘
南
藤
沢
徳
洲
会
病
院（
神

奈
川
県
）の
髙
力
俊
策
院
長
、
合
田

医
師
、
成
田
富
里
病
院
の
浅
野
昌
子

看
護
師
、
福
岡
徳
洲
会
病
院
の
油
江

看
護
師
、
和
田
秀
一
看
護
師
、
社
徳

の
野
口
・
課
長
補
佐
が
務
め
た
。

　
総
括
で
野
口
・
課
長
補
佐
は「
研

修
に
は
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
ど
の
よ
う

な
視
点
で
活
動
し
、
ど
の
よ
う
な

問
題
に
直
面
し
て
き
た
の
か
、
す

べ
て
入
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
今
回

学
ん
だ
情
報
を
覚
え
て
お
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
次
に
国
内
で
災
害

が
起
き
た
時
に
、
隊
員
と
し
て
同

じ
感
覚
で
活
動
で
き
る
と
思
い
ま

す
」と
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
現
地
の
活
動
を
も
っ

と
具
体
的
に
聞
き
た
い
受
講
者
に

向
け
、Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
活
動
報
告
会

の
動
画
を
紹
介
。Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
20

年
７
月
に
発
生
し
た「
令
和
２
年

九
州
南
部
豪
雨
災
害
」で
、
７
月
５

〜
17
日
の
期
間
で
熊
本
県
に
総
勢

17
人
の
隊
員
を
派
遣
し
、
被
災
地

支
援
活
動
を
実
施
。
こ
の
報
告
会

は
10
月
10
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

か
れ
、
先
遣
隊
・
本
隊
第
１
陣
・
本

隊
第
２
陣
の
代
表
者
に
よ
る
活
動

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
髙
力
院
長
が「
避
難
所

で
働
く
現
地
の
保
健
師
さ
ん
や
役

所
の
職
員
さ
ん
は
、
自
ら
が
被
災

者
で
も
あ
り
、
被
災
地
対
応
に
慣

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
方
々

に
は
、
私
た
ち
が
正
し
い
と
思
う

こ
と
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
控
え
め

に
提
案
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
う
し
た
気
持
ち
は
病
院
で
働
く

時
も
同
様
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら

気
を
付
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
」と
助
言
し
、
閉
会
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は「
資
料
が
わ
か

り
や
す
く
、
し
っ
か
り
と
学
べ
ま

し
た
」、「
実
際
に
現
場
に
行
っ
た

隊
員
か
ら
、
体
験
談
を
交
え
た
講

義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」、「
自
分
に
は
な
か
っ

た
発
想
や
考
え
、
支
援
の
視
点
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
支
援
活
動
へ

の
思
い
が
増
し
ま
し
た
」な
ど
感

想
が
聞
か
れ
た
。

　
一
方
、
集
合
研
修
も
感
染
対
策

を
徹
底
し
た
う
え
で
継
続
開
催
に

尽
力
。
20
年
10
月
17
日
以
来
、
約

1
年
ぶ
り
の
集
合
研
修
の
開
催
と

な
り
、
札
幌
東
病
院
で
は
31
人
、

福
岡
病
院
で
は
19
人
、
成
田
富
里

病
院
で
は
30
人
が
受
講
し
た
。
次

回
は
９
月
に
榛
原
総
合
病
院（
静

岡
県
・
募
集
範
囲
は
未
定
）で
開
催

予
定
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
随
時
開

催
す
る
計
画
だ
。

正
し
さ
を
押
し
付
け
ず

相
手
の
気
持
ち
考
え
て

複数の病院が参加し交流も活発

国内災害医療支援トレーニングコース

オンライン開催の第2回は全国から30人が受講し全員が修了

オンライン開催での本部会場の様子

クレジットカードによるご協力

振り込みによるご協力

国

TMAT は皆様からのご支援をもとに
精力的に活動しています！
ご協力をお願いいたします‼今年度中の認証を目指す

WHOによるEMT認証WHOによるEMT認証

　1995 年の阪神・淡路大震災での活動を契機にスタートした
TMAT は、世界の人々の生命と健康を守るため、 災害医療支援をは
じめ総合的な医療支援活動を各国政府や NGO（非政府組織）、地域団
体と協力しながら活動している NPO 法人です。私たちの活動は、主
に企業・団体・個人の皆様から TMAT の会員として資金協力してい
ただくことで支えられています。ぜひ、ご協力ください。

■ 郵便口座記号番号：00170-4-564249
■ 銀行名：ゆうちょ銀行
■ 金融機関コード：9900　■ 店番：019
■ 預金種目：当座
■ 支店名： 〇一九（ゼロイチキュウ）店
■ 口座番号：0564249
■ 受取人：特定非営利活動法人 TMAT

振
込
先
口
座

正会員年会費 ……………… 10,000 円
個人賛助会員年会費 …1 口   3,000 円（1 口以上）
団体年会費 ……………1 口 30,000 円（1 口以上）

※VISA/MASTER/JCB/AMEX/DINERSの各種カードが
ご利用いただけます。
※提携カードでは、お取り扱いできない場合があります。

http://www.tmat.or.jp/donate_on_the_credit/

ご協力の
お願い

オンライン開催の初回はグループ外からの参加もあり計30人が受講

グローバルミーティング
3回参加

EMT認証に向けた
メンターミーティングの様子

　NPO法人TMATは、国際的な災害医療活動におけるWHO（世界保
健機関）の認証制度である、EMT（Emergency Medical Team）の認証
プロセスに入った。同制度はWHOが国際的な災害医療活動行うチー
ムの質を担保するために設けられた制度。TMATは過去3回のグロー
バルミーティングに参加し、この制度の理解を深めてきた。
　同制度は3段階のカテゴリーに分類され、TMATは外来診療を中心
に行う「Type1-mobile」として申請。WHOからTMATの認証をサポー
トする2人のメンター（指導者）が決められ、オンラインミーティング
を中心に指導を受けている。
　災害活動に関する標準手順書の作成や、医療資器材やロジスティ
クス体制などを整備し、最終的にWHOから審査員が来日して最終認
証を受けられる。TMATは今年度中の認証を目標に準備を進めている。

オンラインで初開催


